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平成３１年（第１３回）みどりの学術賞受賞者 
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（７４歳） 公益財団法人都市緑化機構 代表理事・理事長 

 
 

功績概要：「都市における植栽基盤整備技術の開発」に関する功績 

 

都市における緑地空間の確保に関し、植物の旺盛な生育が期待できる「有効土層」

について土壌や植物の種類によって厚さが異なることを解明するとともに、土壌改

良資材を用いた場合の樹木の生育確保のための有効土層の厚さと土壌の物理的特

性を解明し、屋上緑化や埋立地緑化などの都市の人工地盤緑化における技術を確立

した。また、無土壌の造成地における緑化用樹木の植栽について盛土工法の有効性

を確立し、その成果が「緑化事業における植栽基盤整備マニュアル」としてまとめ

られ全国の造園工事のスタンダードとして応用されるなど、わが国の植栽基盤整備

技術の開拓を通して、学会と実業界の垣根を越えた造園緑地分野全体の発展に大き

く貢献した。 
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（６２歳） 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 

本部総括調整役 （兼）農業情報研究センター 主席研究員 
 

 

功績概要：「イネゲノム情報の解析と品種改良への応用」に関する功績 

 

出穂期や穂の数など、作物の重要な形質を決めている複雑な遺伝子ネットワーク

（量的遺伝子座：QTL）の解析に世界に先駆けて取り組み、出穂期や粒形の QTL

を同定・単離した。そのうち、Hd1 や Hd3aと名付けた遺伝子が日長による開花調

節の鍵遺伝子であることを証明し、植物の開花メカニズムの理解に大きく貢献し

た。また、解析困難な耐病性の圃場抵抗性に関与する遺伝子など、数多くの重要遺

伝子の発見にも貢献した。さらに、これらの遺伝子を用いて品種改良を行うゲノム

育種システムを開発し、広く日本のイネの効率的栽培に貢献した。これらの方法や

成果は、様々な研究機関でのイネ研究の基盤となるとともに、イネ新品種の開発や

ムギ・大豆などの多くの作物の育種に応用されるなど、植物に関する基礎科学と食

料生産の基盤形成に大きく貢献した。 

 

 

（年齢は平成３１年４月２６日現在） 



 

 

 

 

 

輿水 肇 
 

 こしみず    はじめ 

 

 

 

 

 

公益財団法人都市緑化機構 代表理事・理事長 

 

   

昭和１９年６月１日 東京都出身 

同 ４３年 東京大学農学部 卒業 

同 ４７年 東京大学大学院農学系研究科博士課程 単位取得退学 

同 ４７年 東京大学農学部 助手 

同 ５１年 農学博士（東京大学） 

同 ５４年 明治大学農学部 専任講師 

同 ５６年 明治大学農学部 助教授 

平成 元年 明治大学農学部 教授（平成２７年まで） 

同 ２１年 財団法人都市緑化機構 理事長 

同 ２５年 公益財団法人都市緑化機構 代表理事・理事長 

 

昭和５４年 日本造園学会 学会賞（論文調査部門） 

平成２０年 日本公園緑地協会 北村賞 

同 ２６年 日本緑化工学会 学会賞（功績賞） 

同 ２７年 日本造園学会 上原敬二賞 

同 ２８年 日本公園緑地協会 佐藤国際交流賞 

  



 

 

 

 

受賞者紹介 
 

「都市における植栽基盤整備技術の開発」に関する功績 

 

ヒートアイランド現象の緩和や生物多様性の保全等、緑化を通じた都市環境の改善が急務となっている。

しかし都市は建築物が林立するばかりではなく、その土地の多くは、地下に構造物が埋設された人工地盤や、

埋立地、造成地などの人工改変地が占め、植物を植栽することは容易ではない。さらなる緑化の推進のため

には、人工地盤や埋立地などの人工改変地といった条件不利地といえども、植栽空間として積極的に活用す

ることが必須となる。 

輿水氏は、こうした要請に対し、都市における植栽基盤整備技術の確立に先駆的役割を果たしてきた。そ

の代表的な業績として、まず、土壌や植物の種類によって有効土層の厚さが異なることを捉え、地被植物が

旺盛に生育を図る上で適正な有効土層の厚さを解明したことがあげられる。 

また、土壌改良材を用い混合耕耘の深さを変えた植栽実験にもとづき、土壌改良資材を用いた場合の適正

な有効土層の厚さを解明するとともに、樹木の場合には土壌量（容積）をも考慮しつつ適正な有効土層の厚

さを考慮すべきことを明らかにした。これらの成果は、屋上緑化などの様々な人工地盤の緑化や、埋立地の

緑化の現場において貴重な技術指針として活用されてきた。なかでも東京都や千葉県の臨海部埋立地におけ

る大規模公園（葛西臨海公園）や民間の大型テーマパーク（東京ディズニーランド）の造成における植栽基盤

の整備に、輿水氏の研究成果が応用されたことは特記される。 

輿水氏は一方で、丘陵地における住宅団地建設のための造成地における盛土の厚さを変えた緑化用樹木の

植栽実験を通じ、無土壌岩石地における盛土工法による植栽地盤の造成が、緑化用樹木の植栽に対して有効

であることを解明した。この成果にもとづき、日本造園学会に緑化環境工学研究委員会が組織され、「緑化事

業における植栽基盤整備マニュアル」がまとめられたが、輿水氏は同委員会の座長として、そのとりまとめ

について中心的な役割を果たした。本マニュアルは現在もなお、全国の造園工事のスタンダードとして活用

されている。 

社会活動としては、日本造園学会会長などの様々な要職を歴任し、その間、造園ＣＰＤ制度の立ち上げや

都市の緑３賞の合同表彰式開催を主導することで、学会と実業界の垣根を越えた造園緑地分野の発展に貢献

してきた。また 2002年に日韓共同開催されたサッカー・ワールドカップに際しては、会場となった横浜国際

総合競技場等における芝の造成管理の検討にも関わった。このように、自身の研究分野にとどまらず、わが

国の造園緑地分野を常に牽引する役割を担ってきた。 

これらの業績に対して、輿水氏は、造園に関する優れた業績をあげるとともに広範な社会活動を通じて当

該分野の発展・普及啓発などに顕著な貢献をした者に与えられる日本造園学会上原敬二賞、公園緑地分野に

おいて著しい功績のあった者に与えられる日本公園緑地協会北村賞などを受賞している。 

以上のように、輿水氏は人工地盤から埋立地、造成地等の人工改変地に至るまで、都市の多様な植栽基盤

を対象に、その整備技術にかかわるスタンダードを構築し、わが国における同学術分野の牽引役を果たして

きた。加えて、広く造園緑地分野全体の牽引役をも果たしてきたというこれらの功績は、高く評価されるも

のである。 
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国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

本部総括調整役（兼）農業情報研究センター 主席研究員 

   

昭和３１年１１月４日 福岡県出身 

同 ５４年 九州大学農学部農学科 卒業 

同 ６０年 九州大学大学院農学研究科博士課程 修了（農学博士） 

同 ６１年 農林水産省農業研究センター 研究員 

同 ６２年 農林水産省北陸農業試験場作物部 研究員 

平成 ６年 農林水産省農業生物資源研究所企画調整部 主任研究官 

同 １０年 農林水産省農業生物資源研究所分子遺伝部ゲノム複製研究室 室長 

同 １３年 独立行政法人農業生物資源研究所分子遺伝研究グループ応用遺伝研究チーム チーム長 

同 １８年 独立行政法人農業生物資源研究所 QTLゲノム育種研究センター センター長 

同 ２３年 独立行政法人農業生物資源研究所農業生物先端ゲノム研究センター センター長 

同 ２６年 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構作物研究所 所長 

同 ２８年 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構次世代作物開発研究センター 所長 

同 ３１年 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 本部総括調整役 

（兼）農業情報研究センター 主席研究員 

 

同 １３年 筑波大学連携大学院生命環境科学研究科 客員助教授 

同 １９年 筑波大学連携大学院生命環境科学研究科 教授（平成２５年度まで） 

 

平成 ７年 日本育種学会 奨励賞 

同 １４年 文部科学大臣賞 研究功労者表彰 

同 １６年 日本植物生理学会 論文賞 

同 １９年 日本育種学会 学会賞 

同 ２５年 日本農学会 日本農学賞 

同 ２５年 読売農学賞  



 

 

 

 

受賞者紹介 
 

「イネゲノム情報の解析と品種改良への応用」に関する功績 

 

イネゲノム研究は、主要穀物の品種改良に大きく貢献するものとして、日本が中心となって世界の国々と

連携して始め、2004 年には精度の高いイネの全ゲノム配列を決定した。この決定により、有用遺伝子の同定

とその育種応用への新たな道が拓かれた。矢野氏は、イネゲノムプロジェクト開始当初より、イネゲノム解

析の根幹をなす遺伝地図の作成に携わり、DNAマーカーを用いて、世界で最も精密なイネの制限酵素断片長多

型（RFLP）連鎖地図を完成させた。この連鎖地図の作成により、その後イネでは遺伝分析と遺伝子同定が急速

に進んだ。 

これらの成果により、1個の遺伝子で制御される質的形質については、DNAマーカーの開発により徐々に選

抜ができるようになってきたが、一方で、米粒の大きさや穂の数等が関与する収量形質や花の咲く時期（出

穂期）など、複数の遺伝子が複雑にからみあって発現する量的形質については、依然として解析が非常に困

難であった。そこで次のステップとして、矢野氏は、当時世界的に研究が開始されたばかりの量的遺伝子座

（QTL）の解析に着目し、イネの出穂期に関する QTL解析に取り組んだ。そして、イネの日長反応性を制御す

る Hd1 という QTL を捉えるとともに、遺伝子を単離することにも成功した。イネでは出穂期の早晩は、栽培

適地や収穫時期の決定など、農業上極めて重要な形質であるため、矢野氏は、QTL解析をさらに進め、イネの

出穂期に関与する Hd3a，Hd5 等の複数の遺伝子単離に成功した。これらの結果は、世界中で QTL 解析のモデ

ルケースとして広く紹介され、日本を代表する成果となっている。また、Hd1遺伝子や Hd3a遺伝子が日長に

よる開花調節の鍵遺伝子であることを証明し、さらに、その他の複数の日長反応性制御遺伝子の機能を解明

することで、植物の開花メカニズムの理解に大きく貢献した。これらの成果は、「コシヒカリ」などの品種を

用いた収穫時期を早生化、晩生化する品種育成に貢献している。 

また、QTL解析手法を用いて、脱粒性、粒形、穂発芽抵抗性に関与する遺伝子や、遺伝解析の中でも最も困

難とされていた、いもち病の圃場抵抗性遺伝子等を共同研究者とともに発見し、その機能を解明した。圃場

抵抗性遺伝子は、病害抵抗性崩壊を防ぐ強力な武器として品種の育成が進んでいる。これらの方法や成果は、

国や大学の研究機関のみならず、各県や民間などの研究や品種開発・育成の支援にも利用され、日本の農業

に大きく貢献した。また、イネにおけるこれらの成果を、ムギや大豆など多くの作物に波及させることにも

貢献している。 

以上のように矢野氏は、ゲノム情報と遺伝子群の解析を駆使して、基礎研究をもとに実際の育種まで展開

しており、植物に関する基礎科学の発展と食料の安定生産に広く貢献する成果を生みだした功績は、高く評

価されるものである。 


